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セットを継続的に利用して、「読書で世界一周！」をしました

私立大分中学校

利用セット 中学校向けセット全種類

利用時期 平成 21 年 11 月から平成 23 年 2 月までの各学期

私立大分中学校の芝尾先生に伺いました。

Q 貴校には、継続的にお申込みいただき、約 2 年間かけて、中学校向けセットの全種類をご利用いただ

きました。セット貸出しを、継続的に申し込まれた理由を教えてください。

A 世界中の国や地域の本がセットになっているので、「読書で世界一周！」をしたいと考えました。また、

継続的なセット利用で、識り、学び、語り、考える習慣を広い視野でできると考えたからです。

Q 継続的に利用していく中で、変わったことはありましたか？

A 「世界を知る」意欲（特に、世界の子どもたちや環境問題、昔話、歴

史等）が湧いた様子でした。生徒たちは、初めは黙々と読み進めるだ

けでしたが、「読書オススメ Message」を他の人に書くことで、友人と話

し合う姿が見られるようになり、集中して読めるようになりました。

Q セットの本はどのように活用されましたか？

A 特別な活動・活用法はありません。読書を有効利用し、心から楽しんでいます。毎回、学校新聞で紹

介させてもらっています。（次頁参照）

Q 生徒さんの反応はいかがでしたか？

A 今回（平成 23 年度 3 学期）は、「オセアニア・南極・北極セット」を借りました。冬のこの季節でのことも

あり、南極・北極について、より身近に感じた様です。『南極・北極（Insiders）』は迫力があり、様々な問題

提起を感じました。多くの生徒が、『ツバル』『楽園に降った死の灰』に関心を持ったようです。環境につい

て、若い世代が自分なりの考えを持つ契機を与えていただいたと思

います。

Q これからセット貸出しを利用する学校にアドバイスがあれば、お願

いします。

A ご利用をオススメします。地方の子どもたちが世界を知り、目を向

け、志を立てる契機となる素晴らしいサービスだと思います。                             

(2012 年 4 月）

小学校向けに比べて利用申込みが少ない中学校向けセットを、学校新聞で取り

上げるなど、学校をあげてご利用いただきました。「読書で世界一周！」が完了

し、担当者も喜んでいます。 国際子ども図書館担当より
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学校図書館セット貸出しを取り上げた学校新聞


